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公

言
宣
鼎
言
言
異

二
恋
甘
尹

芸
談
・

‘・
営
難

建
設
か
ら

５０

年
以
上
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
改
修
要
望
も
高
か
っ
た
野
球
場
の
整
備
工
事
が
始

ま
っ
た
。
平
成

２５

年
に
開
催
さ
れ
る
多
摩
国
体
の
軟
式
野
球
場

と
し
て
の
開
場
も
視
野
に
入
れ
、
夜
間
照
明
や
駐
車
場
の
整
備
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
に
も
配
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(整備工事が始まり、周囲をフェンスに囲まれた昭和公園野球場)

野球場等基盤整備工事 H20.5.21 ～H20j2.26

駐車場新設工事 H20.Z.23 ～H21.3.23

；　野球場等整備工事 H20jO　 ～H22.3 予定

平
成
2
0年
第
３
回
定
例
会
が
、
８

月
２６
日
か
ら
９
月

２２
日
の
日
程
で
開

催
さ
れ
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
１９
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
水
道
事
業
等

６

つ
の
特
別
会
計
決
算
、
税
賦
課
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
の
条
例
を
含
む

2
8の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
本
会
議
や

・

・
§

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
た
。

・
　
平
成
２０
年
度
予
算
立
川
基
地
跡
地

昭
島
地
区
整
備
事
業
費
調
査
等
業
務

委
託
の
凍
結
を
市
長
に
求
め
る
請
願

・
は
「
開
発
の
進
捗
を
止
め
よ
う
と
す

‥二
る
よ
う
な
本
請
願
は
採
択
す
ぺ
き
で

一
は
な
い
」
等
の
意
見
に
よ
り
不
採
択

づ
と
な
っ
た
。
ま
た
他
の
請
願
・
陳
情

▽

に
つ
い
て
も
審
議
未
了
、
不
採
択
と

Ｔ

な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
議
案
は
原

一
案
通
り
可
決
、
成
立
し
た
。



言
万
万

【
答
②
】
教
腎
課
程
の
編
成
の
中
で
各
学
校

に
働
き
か
け
る
。
生
産
活
動
に
伴
う
農
地

農
地

確
保
・
農
業
体
験
拡
充
に
っ
い
て

利
用
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
周
辺
の
農
地

【
問
①
】
今
日
、
農
地
の
多
面
的
機
能
が
再

評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
農
地
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
農
地
確
保
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
方
向
性
は
？

【
答
①
】
農
家
が
継
続
し
て
営
農
で
き
る
基

盤
整
備
と
人
材
の
確
保
が
重
要
。
市
民
の

農

業
理

解
の
た
め
に
「
農

ウ
ォ

ー
ク
」
や

「
親
子
米

づ
く
り
教
室
」

を
実
施
。
様
々
な
取
り
組

み

を

通

し

農

地

確

保

に

努

一

め

る

。
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②
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実

と

い

う

；

Ｓ

点

か

ら

農

業

馮
４

ぞ
’
　

‐１Ａ

体

験

の

拡

充
　
　
4
1
1
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一
。
　
乱

に

つ

い

て

は

？
i
　

’“
＆

ｉ
ｉ
！Ｉ
?
!

確
保
も
含
め
て
担
当
課
と
連
携
を
図
る
。

人
谷

⑤

取
陥 駐
ル

イ
ン
タ
ー
″
シ
ッ
プ
制
度
心
拡
充
に
つ

【
問

①

】
効
果
的

な
取
り
組
み

実
施
の
た
め

に
、
市

内

全

体
の
温

室

効
果

ガ
ス
の
排

出

量
に
つ
い
て
、
実

態
の
把
握
は
？

【
答

①
】
電

気
・
ガ
ス
・
石
油
等
の
市
内

全
域

に
お
け
る
把
握

に
つ
い
て
は
難
し
い
状
況
。

【
問

②
一
Ｃ
０
２
削

減
の
た
め
の
本
市
の
取
り

いこ

訪

【
問

①

】
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
就

職

の
ミ
ス

マ
ッ
チ
解
消
と
、
人
材

確
医

の
効
果
が
期
待

さ

れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
が
、
昭

島

直

に

お
け

る
受

け

入

れ
体

制

の
現

状

と

実

績
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
？

「
答
①
」平
成
1
8年
度
か
ら
首
都
大
学
の

学
生
を
、
本
年
度
は
中
央
大
学
の
学
生
を

受
け
入
れ
、
体
験
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
は
実
施
要
綱
策
定
等
も
検
討
し
な

が
ら
拡
充
を
図
り
た
い
。

【
笞

②
】
イ
ベ
ン
ト
、
環

境

教

育
、
環

境

配

慮

事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
た

意
識
啓
発
が
中
心

。

「
問

③

」
福

田

ビ
ジ
ョ
ン
、
都
の
Ｃ
０
２
削

減

義
務
化
等
を
受
け
、
市
の
取
り
組
み
は
？
　

り乙

「
笞
③
」
国
、
都
と

も
具

体
的
な
内

容
が
わ

か
り
次
第
、
市
と
し
て
検
討
し
た
い
。

【
問

④

】
太
陽

光
発

電
の
普
及

促
進
の
た
め

に
、
寄
附
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
、
基
金
や
募

金

制

度
な

ど
も
含
め
、
昭
島
独

自
の
支

援

措
置
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

「
答

④
」
貴

重

な

提
言
で
あ
り

研

究
し
た
い
。
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な

っ
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街 こ
灯 ろ

こ
の
度
、
省
電
力
で
明
る
い

（
3
8基
）
に
付
け
替
え
さ
れ
、

の
要
望
が
あ
っ
た
。
市
に
伝
え
た
と

分
で
は
な
く
、
地
域
住
民
か
ら
改
善
く

反

っ
て
い
る
が
、
従
来
設
置
さ
れ
て
い
た

盲

灯
は
老
朽
化
に
よ
り
明
る
さ
が
充
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目
１
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５
番
地
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か
け
て
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歩
道
は
、
小
・
中
・
高
校
の
通
学
路
に
も
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加学好尚家示言謙，
・
表
示
が
施
さ
れ
、
安
全
対
策

が
一
歩
前
進
し
た
。

・ ・ － － －

に
な
っ
て
い
る
が
、
通
学
時

間
帯
に
通
行
す
る
車
両
が
後

を
絶
だ
な
い
。
地
域
住
民
の

指
摘
を
市
に
伝
え
た
と
こ

ろ
、
こ
の
度
、
写
真
の
よ
う

に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
路
面

今後の『都営住宅』の募集

㎜ . ㎜ ・

郷
地
町
２
丁
目
７
番
地
付
近
は
、
小
学
校
の
通
学
路

11 月 上旬に ① 家 族 向 ② 単身 者 向 ③ 定 期 使

用 住 宅( 若 年ファミリー 向・多 子 世 帯 向) ④ 若

年ファミリー向 を 予定

※申込み用紙をご希望の烈ま赤沼やすおまで ‥

ご自宅にお届けします，

0 日 刊 ： １ ヶ 月　1,835 円( 税 込)

購 読 の お 申 し 込 み は 赤 沼 や す お ま で
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生活を守るのは、り
曇明党で す。　　。ｊ

原油、食料品などの急騰が家計や中小企業の経営を直撃しています。国民

生活がかつてない危機にある今だからこそ、思い切った手を打たなければ

なりません。

公明党は国民の暮らしを守ろうと、緊急経済対策をまとめました。原油

高・物価高などによる景気後退が明確となった今、日本経済のダメージを

最小限に抑えるため、これらの緊急対策を“ムダゼロ”など歳出の見直し

とセットで、早急に行うよう政府に働きかけてきました。様ﾉﾏな議論を経

て、ついに政府・与党が８月２９日に決定した「安心実現のための緊急総

合対策」の中に、公明党が強く主張した、３つの柱が盛り込まれました。

国 民 の た め にｰ

所得の低い方が、より恩恵をうけられるように、所得の高い低いにかかわ

らず一定の金額を納税額から差し引く「定額減税」を実施します

お年寄りのためにー

家計のやりくりが大変な低所得の年金生活者や生活保護を受けている世帯

などを対象に、物価上昇分を年金額や保護費などに上乗せし、支給します

中小企業のためにー

原油価格高騰だ物価高騰対策として、中小企業などを対象にした保証・貸

付制度を拡充し、セーフティーネットを強化します

･●J影禰戚711･にもWj 渠１● があります
公明党は、緊急経済対策を実現するためには、将来にツヶを回す赤字国債

発行に頼るべきではないと主張しでいます。これまでも公明党は政治・行

政のムダの一掃に取り組んできましたが、特に「特別会計」では、積立金

や剰余金など、３年間で２７兆円を捻出した実績があります。今後もあらゆ

る行政のムダを削り、兆円単位の財源を捻出します。　 乖 ｉ １11
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